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Ⅰ 調査の概要

◆ 調査目的 ：

◆ 調査期間 ： 令和６年９月～10月

◆ 調査対象 ：

◆ 調査方法 ： 調査対象① 

調査対象②

◆ 調査内容 ： 調査対象① 

調査対象②

◆ 有効回答件数 ： 調査対象① 埼玉大学学部生 380人
調査対象②

本調査は、埼玉大学大学院人文社会科学研究科（修士課程）が令和８年４月設置に向

けて構想中の「ダイバーシティ科学専攻（仮称）」の学生確保の見通しを、アンケー

ト調査を用いて測ることを目的とする。

調査対象① 埼玉大学学部生（1年生～4年生）

2024年度現在、埼玉大学に在籍している正規学部生1～4年生6,813人を対象とした。

調査対象② 社会人と他大学生

アンケート委託先（GMOリサーチ＆AI株式会社）協力のもと、18歳以上、大学卒

（卒業見込みの者含む）の3,203人の中から、大学で学ぶこと（学び直すこと）に興

味がある首都圏（１都７県）に在勤、在学、在住と回答した1, 028人を本調査の対象

とした。

埼玉大学LMSを使用し、全学部生（6,813人）を対象に掲示板機能を活

用してアンケートフォームのURLを周知するとともに、各自のメールア

ドレスへも同内容を周知し、オンライン調査を実施。

アンケート委託先（GMOリサーチ＆AI株式会社）が保有するパネル

（3,203人）のメールアドレスにアンケートを配信し、オンライン調査

を実施した。

アンケート項目は全16問の選択式とし、主な内容は次のとおりである。

社会人・他大学生 1,028人

アンケート項目は全12問の選択式とし、主な内容は次のとおりである。

 回答者の基本情報

 ダイバーシティ科学専攻への評価

 ダイバーシティ科学専攻への受験意向及び入学意向

 回答者の基本情報

 ダイバーシティ科学専攻への評価

 ダイバーシティ科学専攻への受験意向及び入学意向
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Ⅱ 埼玉大学学部生へのアンケート調査

1 全質問項目の集計結果

Q1.性別

選択項目 N %

380 100.0

180 47.4

192 50.5

8 2.1

Q2.学部

選択項目 N %

Base 380 100.0

教養学部 81 21.3

経済学部 45 11.8

教育学部 148 38.9

理学部 38 10.0

工学部 68 17.9

Q3.学年

選択項目 N %

Base 380 100.0

１年生 124 32.6

２年生 96 25.3

３年生 80 21.1

４年生 80 21.1

Base

男性

女性

その他
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Q4.卒業後の進路をどのように考えていますか。（複数選択可）

※複数回答項目のため､回答数は380人の延べ数

※各構成比＝回答数÷430

選択項目 N %

Base 430 100.0

大学院（修士課程・博士前期課程） 130 30.2

専門職大学院 5 1.2

専門学校 3 0.7

就職 242 56.3

未定 50 11.6

※各構成比＝回答数÷159

選択項目 N %

Base 159 100.0

国立 137 86.2

公立 14 8.8

私立 8 5.0

選択項目 N %

Base 255 100.0

進学したい 75 29.4

進学したくない 93 36.5

未定 87 34.1

※複数回答項目のため､回答数は問４で「大学院（修士課程・博士前期課程）」及び「専門職大学

院」と回答した135人の延べ数

Q5.４で「大学院（修士課程・博士前期課程）」、「専門職大学院」を選択した方に質問です。志望

する大学院の設置者の希望を選択してください。（複数選択可）

Q6.４で「専門学校」、「就職」、「未定」を選択した方に質問です。環境（経済的環境、学習環

境、家族の理解等）が整えば大学院へ進学したいですか。

※問４は複数回答のため「専門学校」、「就職」、「未定」と回答した295人と一致しない。
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※各構成比＝回答数÷380

選択項目 N %

文学 47 12.4

史学 48 12.6

哲学 61 16.1

法学・政治学 59 15.5

商学・経済学 63 16.6

社会学 85 22.4

数学 25 6.6

物理学 19 5.0

化学 27 7.1

生物 33 8.7

地学 16 4.2

機械工学 24 6.3

電気通信工学 26 6.8

土木・建築工学 33 8.7

応用化学 16 4.2

家政学 16 4.2

教育学 122 32.1

教員養成 64 16.8

多文化共生学 44 11.6

ジェンダー社会科学 51 13.4

クィア・スタディーズ 14 3.7

障害学 28 7.4

環境学 39 10.3

災害学 25 6.6

組織論 21 5.5

その他 45 11.8

Q7.大学卒業後、学びたいと考えている興味のある学問分野を次の中から選択してください。 （複数

選択可）

※複数回答項目のため､回答数は380人の延べ数
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選択項目 N %

380 100.0

88 23.2

218 57.4

67 17.6

7 1.8

選択項目 N %

380 100.0

80 21.1

194 51.1

93 24.5

13 3.4

選択項目 N %

380 100.0

96 25.3

194 51.1

78 20.5

12 3.2

様々な差異から生起する現象の複雑さを理解し説明する方法を獲得するための基礎理論を統合的に学

修することができる。

Base

とても魅力を感じる

ある程度魅力を感じる

Q8人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻（仮称）には、以下のような特色があります。それぞ

れの特色について、あなたはどの程度魅力を感じますか。該当するもの1つを選択してください。

あまり魅力を感じない

まったく魅力を感じない

Base

とても魅力を感じる

ある程度魅力を感じる

様々な分野・領域において、DEI（ダイバーシティ・エクイティ・インクルージョン）（以下、

「DEI」）の視点からどのような課題が提起され、どのようなDEI実現の実践がなされてきたのかを探

求し、自らの学問領域・研究分野、社会、文化、個別環境における課題発見につなげる実践的な学知

を修得することができる。

あまり魅力を感じない

まったく魅力を感じない

Base

とても魅力を感じる

ある程度魅力を感じる

実践学としてのダイバーシティ科学における課題の抽出とその分析、解決策の探求において必須の調

査スキルを修得することができる。

あまり魅力を感じない

まったく魅力を感じない
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選択項目 N %

380 100.0

92 24.2

198 52.1

75 19.7

15 3.9

選択項目 N %

380 100.0

77 20.3

186 48.9

105 27.6

12 3.2

選択項目 N %

380 100.0

145 38.2

175 46.1

48 12.6

12 3.2

Base

とても魅力を感じる

ある程度魅力を感じる

それぞれのディシプリン（専門基礎）の専門性・体系性を DEI の視点からその課題を共同的に検討

し、フィールドワークを通して実践的課題の分析能力と課題解決に向けた応用能力を修得することが

できる。

あまり魅力を感じない

まったく魅力を感じない

Base

とても魅力を感じる

ある程度魅力を感じる

学生の主体性を重視した報告と討論を中心とした共同的な学びを展開し、それぞれの専門分野におけ

るDEI 課題の探求・研究課題を明確にし、研究成果を修士論文、特定課題レポートにまとめることが

できる。

あまり魅力を感じない

まったく魅力を感じない

Base

とても魅力を感じる

ある程度魅力を感じる

多様な他者（教員・学生・国内外の研究者や外部機関関係者等）とのディスカッション等を通して、

社会への関心と協働性を修得できる。

あまり魅力を感じない

まったく魅力を感じない
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研究指導教員及び副研究指導教員から、 きめ細かな研究指導を受けることができる。

選択項目 N %

380 100.0

164 43.2

168 44.2

40 10.5

8 2.1

選択項目 N %

380 100.0

132 34.7

182 47.9

57 15.0

9 2.4

ある程度魅力を感じる

あまり魅力を感じない

Base

とても魅力を感じる

ある程度魅力を感じる

あまり魅力を感じない

インターネット配信を用いたライブ会議システム等により、大学以外での場所から履修相談・指導、

個別相談・指導を受けることができる。

まったく魅力を感じない

まったく魅力を感じない

Base

とても魅力を感じる
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Q9.人文社会科学研究科にダイバーシティ科学専攻（仮称）が開設された場合、受験しますか。

選択項目 N %

380 100.0

16 4.2

37 9.7

43 11.3

284 74.7

選択項目 N %

96 100.0

25 26.0

65 67.7

6 6.3

選択項目 N %

90 100.0

18 20.0

28 31.1

44 48.9

①進学を希望する

②進学を希望しない

③未定

入学する

志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入

学する

入学しない

Base

Q10.9で「第一志望として受験する」、「第二志望として受験する」、「第三志望として受験す

る」を選択した方に質問です。受験して合格した場合、入学しますか。

Q11.10で「入学する」、「志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する」を選択した方に

質問です。人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻（仮称）で修士課程を修了した場合、博士後

期課程への進学を希望しますか。

Base

第一志望として受験する

第二志望として受験する

第三志望以降として受験する

受験しない

Base
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2 集計結果のポイント

※「％」はいずれも小数点第二位を四捨五入。よって、合計は必ずしも100％と一致しない。

3年生の回答は80人

グラフ 学部（Q2）

回答者の属性を問うQ1、Q2では、教育学部が148人（38.9％）、教養学部81人（21.3％）、

工学部68人（17.9％）、経済学部45人（11.8％）、理学部38人（10.0＆）から回答があり、令

和8年にストレートマスターとして入学者が期待できる3年生の回答は80人（21.1%）であった。
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グラフ 学年（Q3）

表 学部（Q2）×学年（Q3）

学部      学年 １年生 ２年生 ３年生 ４年生

教養学部 27 14 20 20

経済学部 9 19 5 12

教育学部 47 48 32 21

理学部 17 4 3 14

工学部 24 11 20 13
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大学院（修士課程・博士前期課程）への進学希望は３割

グラフ 回答者の卒業後の進路（Q4）

卒業後の進路について、就職と回答した学生者は242人（56.3％）が最も多く、大学院（修

士課程・博士前期課程）と回答した者は130人（30.2％）であった。

また、志望する大学院の設置者について国立を希望する回答が137人（86.2％）であった。
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グラフ 志望する大学院の設置者（Q5）
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 大学院へ「進学したい」と75人が回答

グラフ 環境整備を前提条件とした大学院への進学意向（Q6）

学部卒業後の進路をたずねるQ4で「専門学校」、「就職」、「未定」を選択した者のう

ち、75人（29.4％）が環境（経済的環境、学習環境、家族の理解等）が整えば大学院へ

「進学したい」と回答した。
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ダイバーシティ科学に関連する学問分野への興味があると222人が回答

グラフ 学びたいと考えている興味のある学問分野（Q7）

学びたいと考えている興味のある学問分野をたずねるQ７の回答結果では、ダイバーシ

ティ科学に深く関連する「多文化共生学」に44人（11.6％）、「ジェンダー社会科学」に

51人（13.4％）、「クィア・スタディーズ」に14人（3.7％）、「障害学」に28人（7.4％）、

「環境学」に39人（10.3％）、「災害学」に25人（6.6％）、「組織論」に21人（5.5％）の計

222人の回答を得た。
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ダイバーシティ科学専攻の特色について魅力を感じる回答者は6割以上

グラフ ダイバーシティ科学専攻の特色について（Q8）

。

本専攻の特色についてたずねるQ8の回答結果では、「とても魅力を感じる」「ある程度

魅力を感じる」と回答した者が、すべての項目において6割を超える結果となった。
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10名の入学定員に対し、25人が入学意向を示す

グラフ 受験意向（Q9 ）

受験意向をたずねるQ9の回答結果では、回答者380 人のうち16 人（4.2 ％）がダイバー

シティ科学専攻が開設された場合、「第一志望として受験する」と回答した。
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表 回答者の現在の状況（Q3）×受験意向（Q9）

また、「第一志望として受験する」と回答した16 人について、回答者の学年（Q3）と

クロス集計した結果、「1年生」2人（12.5％）、「2年生」5人（31.3％）、「３年生」6

人（37.5％）、「4年生」3人（18.8％）となった。

N ％

１年生 2 12.5

２年生 5 31.3

３年生 6 37.5

４年生 3 18.8

選択項目
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グラフ 入学意向（Q10）

受験意向をたずねるQ9において「第一志望として受験する」「第二志望として受験す

る」「第三志望として受験する」と回答した96人について、受験して合格した場合の入

学の意向をたずねたところ、25人（26.0％）が「入学する」、65人（67.7％）が「志望順

位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する」と回答した。
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表 学年（Q3）×入学意向（Q10 ）

入学意向をたずねるQ10において「入学する」と回答した25人について、回答者の学年

（Q3）とクロス集計した結果、「4年生」7 人（28.8％）、「３年生」8 人（32.0 ％）、

「2年生」7人（28.0％）、「1年生」3人（12.0％）となった。

選択項目 N ％

１年生 3 12.0

２年生 7 28.0

３年生 8 32.0

４年生 7 28.0
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博士後期課程への進学希望は2割

グラフ 博士後期課程への進学の意向（Q11）

入学意向をたずねるQ10において「入学する」、「志望順位が上位の他の志望校が不合

格の場合に入学する」と回答した90人に、ダイバーシティ科学専攻で博士前期課程を修了

後に博士後期課程への進学の意向をたずねたところ、18人（20.0%）が進学を希望すると

回答した。
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グラフ 学年（Q3）×博士後期課程への進学の意向（Q11）

また、博士後期課程への進学の意向を示した18人について、回答者の学年（Q3）とク

ロス集計した結果、「4年生」５人（27.8%）、「３年生」6人（33.3%）、「2年生」5人

（27.8％）、「1年生」2人（11.1％）となった。

進学を希望する

N ％

１年生 2 11.1

２年生 5 27.8

３年生 6 33.3

４年生 5 27.8

             進学の意向

学年
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Ⅲ 社会人・他大学生へのアンケート調査

1 全質問項目の集計結果

Q1.あなたの性別に該当するものを選択してください。

 

選択項目 N %

1028 100.0

556 54.1

468 45.5

4 0.4

Q2.あなたの年齢をお知らせください。

 

選択項目 N %

1028 100.0

200 19.5

200 19.5

208 20.2

203 19.7

108 10.5

109 10.6

Q3.あなたの現在の状況について、該当するもの1つを選択してください。

 

選択項目 N %

1028 100.0

75 7.3

51 5.0

23 2.2

29 2.8

5 0.5

5 0.5

4 0.4

634 61.7

33 3.2

169 16.4

②女性

Base

10代

20代

⑤大学院（修士・博士前期課程）1年生

⑥大学院（修士・博士前期課程）2年生

⑦大学院（博士後期課程）1－3年生

⑧在職中

⑨無職

⑩その他

seibetu

①男性

Base

①大学1年生

②大学2年生

③大学3年生

④大学4年生

30代

40代

50代

60代

③その他

－学生確保（資料）－25－



 

選択項目 N %

192 100.0

34 17.7

34 17.7

13 6.8

12 6.3

5 2.6

11 5.7

3 1.6

3 1.6

14 7.3

10 5.2

53 27.6

Q5.Q3で⑧を選択した方に質問です。 該当する業種を1つ選択してください。

 

選択項目 N %

634 100.0

2 0.3

0 0.0

1 0.2

29 4.6

99 15.6

8 1.3

81 12.8

27 4.3

65 10.3

44 6.9

20 3.2

34 5.4

9 1.4

16 2.5

46 7.3

47 7.4

6 0.9

53 8.4

28 4.4

19 3.0

Base

Q4.Q3で①～⑦を選択した方に質問です。 在籍中の学部・研究科の学問分野についてお答えください。

①人文科学

②社会科学

③理学

④工学

⑪その他

Base

①農業、林業

②漁業

⑤農学

⑥保健

⑦商船

⑧家政

⑨教育

⑩芸術

⑨卸売業、小売業

⑩金融業、保険業

⑪不動産業

⑫学術研究、専門・技術サービス業

⑬宿泊業、飲食サービス業

⑭生活関連サービス業、娯楽業

③鉱業

④建設業

⑤製造業

⑥電気・ガス・熱供給・水道業

⑦情報通信業

⑧運輸業、郵便業

⑮教育、学習支援業

⑯医療、福祉

⑰複合サービス事業

⑱サービス業（他に分類されないもの）

⑲公務

⑳その他

－学生確保（資料）－26－



Q6.Q5をお答えの方に質問です。 該当する職業を1つ選択してください。

 

選択項目 N %

634 100.0

123 19.4

155 24.4

176 27.8

39 6.2

54 8.5

6 0.9

1 0.2

11 1.7

4 0.6

5 0.8

11 1.7

49 7.7

Q7.あなたがお住まいの都道府県をお答えください。

 

選択項目 N %

1028 100.0

157 15.3

403 39.2

233 22.7

144 14.0

34 3.3

26 2.5

25 2.4

6 0.6

0 0.0

 

選択項目 N %

1028 100.0

328 31.9

304 29.6

396 38.5

Base

①管理的職業従事者

②専門的・技術的職業従事者

③事務従事者

⑩建設・採掘従事者

⑪運搬・清掃・包装等従事者

⑫その他

Base

④販売従事者

⑤サービス職業従事者

⑥保安職業従事者

⑦農林漁業従事者

⑧生産工程従事者

⑨輸送・機械運転従事者

⑦栃木県

⑧山梨県

⑨その他の道府県

Base

①埼玉県

②東京都

③神奈川県

④千葉県

⑤茨城県

⑥群馬県

Q8.あなたは､大学院に進学したいですか。 現在のあなたの気持ちに一番近いものを選択してください。

①進学したい

②進学したくない

③未定

－学生確保（資料）－27－



Q9.Q8で①を選択した方に質問です。 志望する大学院の設置者の希望を選択してください。

 

選択項目 N %

328 100.0

244 74.4

146 44.5

171 52.1

 

選択項目 N %

700 100.0

208 29.7

236 33.7

256 36.6

①進学したい

②進学したくない

③未定

①国立

②公立

③私立

Base

Base

Q10.Q8で②、③を選択した方に質問です。 環境（経済的環境、学修環境、家族の理解 等）が整えば大

学院へ進学したいですか。

－学生確保（資料）－28－



 

選択項目 N %

175 17.0

131 12.7

84 8.2

198 19.3

266 25.9

156 15.2

49 4.8

47 4.6

48 4.7

65 6.3

33 3.2

53 5.2

61 5.9

38 3.7

26 2.5

36 3.5

99 9.6

36 3.5

48 4.7

55 5.4

21 2.0

35 3.4

74 7.2

53 5.2

33 3.2

214 20.8

Q11.あなたが､学びたいと考えている興味のある学問分野を次の中から選択してください。

(複数選択可)

⑦数学

⑧物理学

⑨化学

⑩生物

⑪地学

⑫機械工学

①文学

②史学

③哲学

④法学・政治学

⑤商学・経済学

⑥社会学

※複数回答項目のため､回答数は1028人の延べ数

※各構成比＝回答数÷1028

⑲多文化共生学

⑳ジェンダー社会科学

㉑クィア・スタディーズ

㉒障害学

㉓環境学

㉔災害学

⑬電気通信工学

⑭土木・建築工学

⑮応用化学

⑯家政学

⑰教育学

⑱教員養成

㉕組織論

㉖その他

－学生確保（資料）－29－



選択項目 N %

1028 100.0

200 19.5

543 52.8

208 20.2

77 7.5

選択項目 N %

1028 100.0

190 18.5

492 47.9

256 24.9

90 8.8

選択項目 N %

1028 100.0

184 17.9

479 46.6

266 25.9

99 9.6

選択項目 N %

1028 100.0

187 18.2

490 47.7

260 25.3

91 8.9

まったく魅力を感じない

ある程度魅力を感じる

あまり魅力を感じない

まったく魅力を感じない

Base

Base

とても魅力を感じる

とても魅力を感じる

ある程度魅力を感じる

あまり魅力を感じない

まったく魅力を感じない

実践学としてのダイバーシティ科学における課題の抽出とその分析、解決策の探求において必須の

調査スキルを修得することができる。

Base

とても魅力を感じる

ある程度魅力を感じる

あまり魅力を感じない

それぞれのディシプリン（専門基礎）の専門性・体系性を DEI の視点からその課題を共同的に検討し、

フィールドワークを通して実践的課題の分析能力と課題解決に向けた応用能力を修得することができ

る。

Base

とても魅力を感じる

ある程度魅力を感じる

あまり魅力を感じない

まったく魅力を感じない

Q12.人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻（仮称）には、以下のような特色があります。

それぞれの特色について、あなたはどの程度魅力を感じますか。 該当するもの1つを選択してく

ださい。

様々な差異から生起する現象の複雑さを理解し説明する方法を獲得するための基礎理論を統合的に

学修することができる。

様々な分野・領域において、DEI（ダイバーシティ・エクイティ・インクルージョン）（以下、

「DEI」）の視点からどのような課題が提起され、どのようなDEI実現の実践がなされてきたのかを

探求し、自らの学問領域・研究分野、社会、文化、個別環境における課題発見につなげる実践的な

学知を修得することができる。

－学生確保（資料）－30－



選択項目 N %

1028 100.0

171 16.6

487 47.4

273 26.6

97 9.4

選択項目 N %

1028 100.0

203 19.7

504 49.0

226 22.0

95 9.2

研究指導教員及び副研究指導教員から、 きめ細かな研究指導を受けることができる。

選択項目 N %

1028 100.0

235 22.9

507 49.3

205 19.9

81 7.9

選択項目 N %

1028 100.0

231 22.5

531 51.7

184 17.9

82 8.0まったく魅力を感じない

ある程度魅力を感じる

あまり魅力を感じない

まったく魅力を感じない

Base

あまり魅力を感じない

まったく魅力を感じない

Base

とても魅力を感じる

まったく魅力を感じない

Base

とても魅力を感じる

ある程度魅力を感じる

Base

とても魅力を感じる

ある程度魅力を感じる

あまり魅力を感じない

学生の主体性を重視した報告と討論を中心とした共同的な学びを展開し、それぞれの専門分野における

DEI 課題の探求・研究課題を明確にし、研究成果を修士論文、特定課題レポートにまとめることができ

る。

多様な他者（教員・学生・国内外の研究者や外部機関関係者等）とのディスカッション等を通して、

社会への関心と協働性を修得できる。

インターネット配信を用いたライブ会議システム等により、大学以外での場所から履修相談・指導、

個別相談・指導を受けることができる。

とても魅力を感じる

ある程度魅力を感じる

あまり魅力を感じない

－学生確保（資料）－31－



Q13.人文社会科学研究科にダイバーシティ科学専攻（仮称）が開設された場合、受験しますか。

 

選択項目 N %

1028 100.0

129 12.5

114 11.1

134 13.0

651 63.3

Q14.Q13で①～③を選択した方に質問です。 受験して合格した場合、入学しますか。

 

選択項目 N %

377 100.0

126 33.4

230 61.0

21 5.6

 

選択項目 N %

356 100.0

194 54.5

56 15.7

106 29.8

Q15.Q14で①、②を選択した方に質問です。 人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻（仮称）で

修士課程を修了した場合、博士後期課程への進学を希望しますか。

Base

①進学を希望する

②進学を希望しない

③未定

Base

①入学する

②志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に

入学する

③入学しない

Base

①第一志望として受験する

②第二志望として受験する

③第三志望以降として受験する

④受験しない

－学生確保（資料）－32－



2 集計結果のポイント

※「％」はいずれも小数点第二位を四捨五入。よって、合計は必ずしも100％と一致しない。

10代・20代は女性の回答者が6割以上、30代以降は男性の回答者が5割以上

表 性別（Q1）×年齢（Q2）

回答者の属性を問うQ1、Q2の回答結果では、女性が10代170人、20代130人と男性の10代28

人、20代69人より多く、30代では女性が92人、男性が115人、40代以降では男性が146人（40

代）、98人（50代）、100人（60台）と女性の回答者よりも多い結果となった。

男性 女性 その他

N % N % N %

10代 28 14.0 170 85.0 2 1.0

20代 69 34.5 130 65.0 1 0.5

30代 115 55.3 92 44.2 1 0.5

40代 146 71.9 57 28.1 0 0.0

50代 98 90.7 10 9.3 0 0.0

60代 100 91.7 9 8.3 0 0.0

   性別

年齢

－学生確保（資料）－33－



受験・入学意向を問う回答対象者は1,028人

表 回答者の現在の状況（Q3）

選択項目 N %

1028 100.0

75 7.3

51 5.0

23 2.2

29 2.8

5 0.5

5 0.5

4 0.4

634 61.7

33 3.2

169 16.4

Base

①大学1年生

②大学2年生

⑨無職

⑩その他

③大学3年生

④大学4年生

⑤大学院（修士・博士前期課程）1年生

⑥大学院（修士・博士前期課程）2年生

⑦大学院（博士後期課程）1－3年生

⑧在職中

回答者のうち、18歳以上、大学卒（卒業見込の者を含む）の3,203人の中から、大学で学ぶ

こと（学び直すこと）に興味がある首都圏（１都７県）に在勤、在学、在住と回答した者は

1,028人（大学及び大学院の在学者は192人（18.7％）、在職中、無職及びその他の者は836

人（81.3％））であった。本調査では、この1,028人に対し人文社会科学研究科ダイバーシ

ティ科学専攻の受験・入学意向を質問した。

－学生確保（資料）－34－



 在籍中の学部・研究科の学問分野は、人文科学と社会科学が17.7％

グラフ 在籍中の学部・研究科の学問分野（Q4）

大学及び大学院の在学者192人の主な学問分野は、その他が53人（27.6％）、次いで人文

科学と社会科学がそれぞれ34人（17.7％）、教育が14人（7.3％）、理学が13人（6.8％）、工

学が12人（6.3％）、保健が11人（5.7％）、芸術が10人（5.2％）であった。

－学生確保（資料）－35－



回答者の業種は「製造業」が99人、職種では「事務従事者」が176人と最も多い

表 業種（Q５）×職業（Q6）

在職者中634人の業種及び職種は以下のとおりとなった。回答数が50人を超える業種で

のうち、「製造業」では「管理的職業従事者」が34人、「情報通信業」では「専門的・

技術的職業従事者」が43人、「卸売業、小売業」では「販売従事者」が20人、「サービ

ス業」では「管理的職業従事者」15人であった。

①農業、林業 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

②漁業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③鉱業 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

④建設業 29 2 7 11 0 0 1 0 0 0 5 0 3

⑤製造業 99 34 22 26 2 1 0 0 9 0 0 1 4
⑥電気・ガス・熱供給・

水道業 8 3 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 2

⑦情報通信業 81 15 43 15 2 2 0 0 0 0 0 0 4

⑧運輸業、郵便業 27 4 1 8 0 5 0 0 0 3 0 5 1

⑨卸売業、小売業 65 12 5 19 20 2 0 0 1 1 0 0 5

⑩金融業、保険業 44 12 2 21 8 0 0 0 0 0 0 0 1

⑪不動産業 20 7 5 6 2 0 0 0 0 0 0 0 0
⑫学術研究、専門・技術

サービス業 34 3 19 8 1 0 0 0 0 0 0 0 3
⑬宿泊業、飲食サービス

業 9 2 0 0 1 4 0 0 1 0 0 0 1
⑭生活関連サービス業、

娯楽業 16 3 1 2 1 9 0 0 0 0 0 0 0

⑮教育、学習支援業 46 3 20 15 0 3 0 0 0 0 0 0 5

⑯医療、福祉 47 4 19 10 0 10 0 0 0 0 0 1 3

⑰複合サービス事業 6 0 0 2 0 3 0 0 0 0 0 0 1
⑱サービス業（他に分類

されないもの） 53 15 5 11 2 11 2 0 0 0 0 2 5

⑲公務 28 1 5 14 0 0 3 0 0 0 0 0 5

⑳その他 19 3 1 7 0 1 0 0 0 0 0 2 5

⑨輸

送・機

械運転

従事者

⑩建

設・採

掘従事

者

⑪運

搬・清

掃・包

装等従

事者

⑫その

他

①管理

的職業

従事者

②専門

的・技

術的職

業従事

者

③事務

従事者

④販売

従事者

⑤サー

ビス職

業従事

者

⑥保安

職業従

事者

        職業

 業種

⑦農林

漁業従

事者

⑧生産

工程従

事者

Base

－学生確保（資料）－36－



 大学院へ「進学したい」と328人が回答

グラフ 大学院への進学意向（Q8）

大学院への進学の意向をたずねるQ8の回答結果では、1,028人のうち328人（31.9％）が

「進学したい」と回答した。

また、「進学したい」と回答した328人に対して、Q9で志望する大学院の設置者の希望

をたずねたところ、244人が「国立」と回答した。

－学生確保（資料）－37－



グラフ 志望する大学院の設置者の希望（Q9）

－学生確保（資料）－38－



ダイバーシティ科学に関連する学問分野への興味があると319人が回答

グラフ 学びたいと考えている興味のある学問分野（Q11）

学びたいと考えている興味のある学問分野をたずねるQ11の回答結果では、ダイバーシ

ティ科学に深く関連する「多文化共生学」に48人（4.7％）、「ジェンダー社会科学」に55

人（5.4％）、「クィア・スタディーズ」に21人（2.0％）、「障害学」に35人（3.5％）、

「環境学」に74人（7.2％）、「災害学」に53人（5.2％）、「組織論」に33人（3.2％）の計

319人の回答を得た。

175(17%)
131(12.7%)

84(8.2%)
198(19.3%)

266(25.9%)
156(15.2%)

49(4.8%)
47(4.6%)
48(4.7%)

65(6.3%)
33(3.2%)

53(5.2%)
61(5.9%)

38(3.7%)
26(2.5%)

36(3.5%)
99(9.6%)

36(3.5%)
48(4.7%)
55(5.4%)

21(2%)
35(3.4%)

74(7.2%)
53(5.2%)

33(3.2%)
214(20.8%)

0 50 100 150 200 250 300

文学
史学
哲学

法学・政治学
商学・経済学

社会学
数学
物理学
化学
生物
地学

機械工学
電気通信工学
土木・建築工学

応用化学
家政学
教育学

教員養成
多文化共生学

ジェンダー社会科学
クィア・スタディーズ

障害学
環境学
災害学
組織論
その他

－学生確保（資料）－39－



ダイバーシティ科学専攻の特色について魅力を感じる回答者は6割以上

グラフ ダイバーシティ科学専攻の特色について（Q12）

本専攻の特色についてたずねるQ12の回答結果では、「とても魅力を感じる」「ある程

度魅力を感じる」と回答した者が、すべての項目において6割を超える結果となった。

－学生確保（資料）－40－



10名の入学定員に対し、126人が入学意向を示す

グラフ 受験意向（Q13）

受験意向をたずねるQ13の回答結果では、ダイバーシティ科学専攻が開設された場合、

回答者1,028人のうち129人（12.5％）が「第一志望として受験する」と回答した。

－学生確保（資料）－41－



表 回答者の現在の状況（Q3）×受験意向（Q13 ）

選択項目 N %

129 100.0

5 3.9

2 1.6

2 1.6

4 3.1

0 0.0

2 1.6

2 1.6

98 76.0

2 1.6

12 9.3

Base

①大学1年生

②大学2年生

③大学3年生

④大学4年生

⑩その他

⑤大学院（修士・博士前期課程）1年生

⑥大学院（修士・博士前期課程）2年生

⑦大学院（博士後期課程）1－3年生

⑧在職中

⑨無職

また、「第一志望として受験する」と回答した129人について、回答者の現在の状況

（Q3）とクロス集計した結果、「在職中」と回答した98人（76.0％）が最も多い回答と

なった。

－学生確保（資料）－42－



グラフ 入学意向（Q14）

受験意向をたずねるQ13において「第一志望として受験する」「第二志望として受験す

る」「第三志望として受験する」と回答した377人について、受験して合格した場合の入

学の意向をたずねたところ、126人（33.4％）が「入学する」と回答した。

本専攻が予定する入学定員10名を大きく上回る受験・入学意向を得る結果となった。

－学生確保（資料）－43－



表 回答者の現在の状況（Q3）×入学意向（Q14 ）

選択項目 N %
126 100.0

3 2.4
4 3.2
3 2.4
3 2.4
0 0.0
2 1.6
2 1.6

93 73.8
3 2.4

13 10.3

Base
①大学1年生
②大学2年生
③大学3年生
④大学4年生

⑩その他

⑤大学院（修士・博士前期課程）1年生
⑥大学院（修士・博士前期課程）2年生
⑦大学院（博士後期課程）1−3年生
⑧在職中
⑨無職

また、入学意向をたずねるQ14において「入学する」と回答した126人について、回答者
の現在の状況（Q3）とクロス集計した結果、「在職中」と回答した93人（73.8％）が最も
多い回答となった。次いで「その他」と回答した13人（10.3％）であり、「大学3年生」は
3人（2.4％）となった。

－学生確保（資料）－44－



表 回答者の居住地（Q7）×入学意向（Q14 ）

さらに、入学意向をたずねるQ14において「入学する」と回答した126人の居住地

（Q7）は、「東京都」56人と「埼玉県」27人で6割を超える。

選択項目 N %

126 100.0

27 21.4

56 44.4

19 15.1

18 14.3

4 3.2

2 1.6

0 0.0

0 0.0

0 0.0

⑥群馬県

⑦栃木県

⑧山梨県

⑨その他の道府県

Base

①埼玉県

②東京都

③神奈川県

④千葉県

⑤茨城県

－学生確保（資料）－45－



添付資料

１ 埼玉大学大学院 人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻（修士課程）

 〔仮称、令和8年4月設置構想中〕 アンケート調査 【対象：埼玉大学学部生】

－学生確保（資料）－46－



－学生確保（資料）－47－



－学生確保（資料）－48－



－学生確保（資料）－49－



－学生確保（資料）－50－



－学生確保（資料）－51－



埼玉大学大学院人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻（修士課程）〔仮称、

令和 8 年 4 月設置構想中〕 
名称 埼玉大学大学院 人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻（修士課程） 

標準修業年限 ２ 

授与学位 修士（学術） 入学定員 10 名 

設置の理念 社会の仕組みが多様化・複雑化し不確実性やリスクが増している現代では、大学学

部レベルの基礎的な専門性に加え、DEI（多様性・公平性・包摂性（以下、

「DEI」））の観点を持って現代社会が内包する諸課題を発見し、その課題の解決に向

けて他者と協働・実践できる人材が必要である。 

このため、人文・社会・教育・自然科学等の学部教育レベルにおけるディシプリン（専

門基礎）を持った学生に対し、ダイバーシティ（多様性）についての広く深い高度な知

識を基盤に、学問分野における課題の評価・解決を実践する方法を修得する教育課程

を提供することを目的として、人文社会科学研究科にダイバーシティ科学専攻を設置す

る。 

育成する人材像 多様な視点を持つことの重要性を理解し、社会の安定的発展に貢献し、そこに生きる

人々の幸福に寄与することができるよう、国、自治体、学校、企業、医療・福祉現場、調

査研究機関、NGO・NPO などの場で、DEI の視点から具体的課題を見いだし、他者と

協働して解決を実践できる高度職業人を育成する。 

アドミッション・ポリシー あらゆる場で DEI の視点をもち、DEI に基づいた実践を展開できる専門家の養成を

目指す本専攻では、入学時に必要な素質・能力として以下の意欲や基礎的な知識・能

力を求める｡ 

1. 学部専門レベルの学知を DEI の観点からさらに探求することを志す人 

2. 社会生活における諸問題を、DEI の観点から理解し、その実践的解決を目指す人 

3. 地方自治体、学校、医療・福祉、企業などの現場で働き、DEI の視点からそこでの 

課題解決を目指す人 

4. DEI 実践の創造に関する高度な知見を修得して、企業や自治体、学校や福祉に 

関わる現場で活躍すること、および研究者を目指す人 

ディプロマ・ポリシー 所定の教育課程を修め、学位論文または特定の課題についての研究の成果の審査

及び最終試験に合格した者に修士（学際）の学位を授与する。 

1. 様々な差異から生起する現象の複雑さを理解し説明できる能力 

2. 分野横断的な DEI 実践の知識の修得とそれらを活用する能力 

3. 自らのフィールドにおける DEI 課題を発見し、総合的かつ分析的に問題を把握する 

能力 

4. 調査法を理解・習得し、エビデンスに基づいた分析ができる能力 

5. ダイバーシティ科学の学問的知見とエビデンスに裏付けられた具体的課題解決策を 

提示しうる能力 

6. 多様な他者とコミュニケーションし、協働しながら課題解決に取り組める能力 

ダイバーシティ科学とは 多様性に関する諸問題を研究する学問であり、社会科学、自然科学、人文学、法

学、教育学など、様々な学問分野と交差する。多様性とは何かを理解し、多様な差異

が差別や格差に結びついてきた歴史と社会構造を明らかにし、あらゆる学問・研究領域

に DEI の視点を持ち込むことで、既存の学問・研究の新たな展開と進歩を促し、より豊

かで包摂的な社会や組織を築くことを目指す学際的な教育・研究である。 

概要 

－学生確保（資料）－52－



カリキュラムの特色 ①基盤理論科目 

 様々な差異から生起する現象の複雑さを理解し説明する方法を獲得するための基礎

理論をトータルに学修する。 

②基礎課題科目 

 政治・法、教育、医療・福祉、経済、労働、科学技術、環境等の様々な分野・領域

において、DEI の視点から、これまでどのような課題が提起され、どのような DEI 実現の

実践がなされてきたのかを探求することによって、自らの学問領域・研究分野、社会、文

化、個別環境における課題発見につなげる応用力を育む。 

③調査スキル科目 

 実践学としてのダイバーシティ科学における課題の抽出とその分析、解決策の探求にお

いて必須の調査スキルを修得する。 

④専門課題科目 

 学生の課題意識の深化と研究課題の明確化、その課題の具体的な解決を図るための

方策を探求し、修士論文作成及び特定課題レポートの基礎とする。 

⑤課題研究科目 

 それぞれの専門分野における DEI 課題の探求・研究課題を明確にし、研究成果を修

士論文、特定課題レポートにまとめていく。本専攻指導教員と大学院生の専門領域の

副指導教員とが連携を図りながら、論文作成等に必要なスキルの修得に向けた研究

指導を行い、修士論文、特定課題レポートの完成を目指す。 

学生納付金 ＜入学料＞  282,000 円 （予定額） 

＜授業料＞  535,800 円/年（予定額） 

 ※⾧期履修学生制度あり 

⾧期履修学生制度とは、職業を有している、家事・育児・介護をしている等の事情

により、標準修業年限（2 年）を超えて一定の期間（最⾧ 4 年）内で計画的に

カリキュラムを履修することにより修了することができる制度である。審査の結果、この

制度に適用となった者は、認められた修了期間までに標準修業年限分の授業料を

毎年納める。 

設置場所 

（アクセス） 

＜設置場所＞ 埼玉県さいたま市桜区下大久保 255 

＜アクセス＞ 

 ・JR 京浜東北線「北浦和駅」西口下車→バス「埼玉大学」ゆき（終点） 

・JR 埼京線「南与野駅」下車→北入口バス停から「埼玉大学」ゆき（終点） 

・JR 埼京線「南与野駅」下車→西口バス停から全ての便が埼玉大学を経由します 

・東武東上線「志木駅」東口下車→バス「南与野駅西口」ゆき（「埼玉大学」下車) 

類似する大学院 

及び専攻 

お茶の水女子大学大学院 

人間文化創成科学研究科ジェンダー社会科学専攻（博士前期課程） 

＊上記の内容はあくまで予定であり、内容が変更になる可能性があります。 

－学生確保（資料）－53－



添付資料

２ 埼玉大学大学院 人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻（修士課程）

 〔仮称、令和8年4月設置構想中〕 アンケート調査 【対象：社会人・他大学生】

－学生確保（資料）－54－
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－学生確保（資料）－62－

kiyoko
テキストボックス
※調査時点で「博士前期課程」と説明していたため、報告の上では「修士課程」と読み替える。




埼玉大学大学院人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻（修士課程）〔仮称、

令和 8 年 4 月設置構想中〕 
名称 埼玉大学大学院 人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻（修士課程） 

標準修業年限 ２ 

授与学位 修士（学術） 入学定員 10 名 

設置の理念 社会の仕組みが多様化・複雑化し不確実性やリスクが増している現代では、大学学

部レベルの基礎的な専門性に加え、DEI（多様性・公平性・包摂性（以下、

「DEI」））の観点を持って現代社会が内包する諸課題を発見し、その課題の解決に向

けて他者と協働・実践できる人材が必要である。 

このため、人文・社会・教育・自然科学等の学部教育レベルにおけるディシプリン（専

門基礎）を持った学生に対し、ダイバーシティ（多様性）についての広く深い高度な知

識を基盤に、学問分野における課題の評価・解決を実践する方法を修得する教育課程

を提供することを目的として、人文社会科学研究科にダイバーシティ科学専攻を設置す

る。 

育成する人材像 多様な視点を持つことの重要性を理解し、社会の安定的発展に貢献し、そこに生きる

人々の幸福に寄与することができるよう、国、自治体、学校、企業、医療・福祉現場、調

査研究機関、NGO・NPO などの場で、DEI の視点から具体的課題を見いだし、他者と

協働して解決を実践できる高度職業人を育成する。 

アドミッション・ポリシー あらゆる場で DEI の視点をもち、DEI に基づいた実践を展開できる専門家の養成を

目指す本専攻では、入学時に必要な素質・能力として以下の意欲や基礎的な知識・能

力を求める｡ 

1. 学部専門レベルの学知を DEI の観点からさらに探求することを志す人 

2. 社会生活における諸問題を、DEI の観点から理解し、その実践的解決を目指す人 

3. 地方自治体、学校、医療・福祉、企業などの現場で働き、DEI の視点からそこでの 

課題解決を目指す人 

4. DEI 実践の創造に関する高度な知見を修得して、企業や自治体、学校や福祉に 

関わる現場で活躍すること、および研究者を目指す人 

ディプロマ・ポリシー 所定の教育課程を修め、学位論文または特定の課題についての研究の成果の審査

及び最終試験に合格した者に修士（学際）の学位を授与する。 

1. 様々な差異から生起する現象の複雑さを理解し説明できる能力 

2. 分野横断的な DEI 実践の知識の修得とそれらを活用する能力 

3. 自らのフィールドにおける DEI 課題を発見し、総合的かつ分析的に問題を把握する 

能力 

4. 調査法を理解・習得し、エビデンスに基づいた分析ができる能力 

5. ダイバーシティ科学の学問的知見とエビデンスに裏付けられた具体的課題解決策を 

提示しうる能力 

6. 多様な他者とコミュニケーションし、協働しながら課題解決に取り組める能力 

ダイバーシティ科学とは 多様性に関する諸問題を研究する学問であり、社会科学、自然科学、人文学、法

学、教育学など、様々な学問分野と交差する。多様性とは何かを理解し、多様な差異

が差別や格差に結びついてきた歴史と社会構造を明らかにし、あらゆる学問・研究領域

に DEI の視点を持ち込むことで、既存の学問・研究の新たな展開と進歩を促し、より豊

かで包摂的な社会や組織を築くことを目指す学際的な教育・研究である。 

概要 

－学生確保（資料）－63－



カリキュラムの特色 ①基盤理論科目 

 様々な差異から生起する現象の複雑さを理解し説明する方法を獲得するための基礎

理論をトータルに学修する。 

②基礎課題科目 

 政治・法、教育、医療・福祉、経済、労働、科学技術、環境等の様々な分野・領域

において、DEI の視点から、これまでどのような課題が提起され、どのような DEI 実現の

実践がなされてきたのかを探求することによって、自らの学問領域・研究分野、社会、文

化、個別環境における課題発見につなげる応用力を育む。 

③調査スキル科目 

 実践学としてのダイバーシティ科学における課題の抽出とその分析、解決策の探求にお

いて必須の調査スキルを修得する。 

④専門課題科目 

 学生の課題意識の深化と研究課題の明確化、その課題の具体的な解決を図るための

方策を探求し、修士論文作成及び特定課題レポートの基礎とする。 

⑤課題研究科目 

 それぞれの専門分野における DEI 課題の探求・研究課題を明確にし、研究成果を修

士論文、特定課題レポートにまとめていく。本専攻指導教員と大学院生の専門領域の

副指導教員とが連携を図りながら、論文作成等に必要なスキルの修得に向けた研究

指導を行い、修士論文、特定課題レポートの完成を目指す。 

学生納付金 ＜入学料＞  282,000 円 （予定額） 

＜授業料＞  535,800 円/年（予定額） 

 ※⾧期履修学生制度あり 

⾧期履修学生制度とは、職業を有している、家事・育児・介護をしている等の事情

により、標準修業年限（2 年）を超えて一定の期間（最⾧ 4 年）内で計画的に

カリキュラムを履修することにより修了することができる制度である。審査の結果、この

制度に適用となった者は、認められた修了期間までに標準修業年限分の授業料を

毎年納める。 

設置場所 

（アクセス） 

＜設置場所＞ 埼玉県さいたま市桜区下大久保 255 

＜アクセス＞ 

 ・JR 京浜東北線「北浦和駅」西口下車→バス「埼玉大学」ゆき（終点） 

・JR 埼京線「南与野駅」下車→北入口バス停から「埼玉大学」ゆき（終点） 

・JR 埼京線「南与野駅」下車→西口バス停から全ての便が埼玉大学を経由します 

・東武東上線「志木駅」東口下車→バス「南与野駅西口」ゆき（「埼玉大学」下車) 

類似する大学院 

及び専攻 

お茶の水女子大学大学院 

人間文化創成科学研究科ジェンダー社会科学専攻（博士前期課程） 

＊上記の内容はあくまで予定であり、内容が変更になる可能性があります。 
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要望書提出組織

1 日本郵政グループ労働組合埼玉連絡協議会 35 リケン労働組合

2 全日本自動車産業労働組合総連合会埼玉地方協議会 36 ジーテクト労働組合

3 全日産・一般業種労働組合連合会埼玉地方協議会 37 椿本チエイン労働組合埼玉支部

5 埼玉トヨタ自動車労働組合 38 ジーエス・ユアサ労働組合川越支部

6 全国本田労働組合連合会埼玉地方協議会 39 デンソーワイパシステムズ労働組合

7 全国交通運輸労働組合総連合埼玉交通運輸労働組合 40 東京軽合金労働組合

8 全国交通運輸労働組合総連合埼交運・日本梱包運輸倉庫 41 北川鉄工所労働組合大宮支部

9 全国交通運輸労働組合総連合埼交運・うらわ自動車教習所支部 42 ヴァレオジャパン労働組合

10 全国交通運輸労働組合総連合埼交運・つばめタクシー支部 43 フォルシアクラリオン・エレクトロニクスユニオン

11 全国交通運輸労働組合総連合埼交運・東浦和交通支部 44 児玉化学労働組合

12 全国交通運輸労働組合総連合埼交運・埼玉交通労働組合 45 アドバンテスト労働組合

13 全国交通運輸労働組合総連合埼交運・平和自動車支部 46 パイオニア労働組合川越支部

14 全国交通運輸労働組合総連合埼交運・狭山貨物支部 47 OKIネクステック労働組合所沢支部

15 全国交通運輸労働組合総連合埼交運・東洋商事支部 48 埼玉村田製作所労働組合

16 全国交通運輸労働組合総連合埼交運・埼玉西濃支部 49 秩父富士労働組合

17 全日本鉄道労働組合総連合会埼玉県協議会 50 サンケン電気労働組合

18 政府関係法人労働組合連合埼玉県地方連絡会議 51 富士電機労働組合吹上支部

19 日本化学エネルギー産業労働組合連合会埼玉地方連絡会 52 パイオニアファインテック労働組合

20 日本化学エネルギー産業労働組合連合会富士フィルム労働組合埼玉支部 53 埼玉県電力関連産業

21 日本化学エネルギー産業労働組合連合会太平化学製品労働組合 54 東京電力労働組合埼玉地区本部

22 日本化学エネルギー産業労働組合連合会埼玉環境支部 55 三井精機労働組合

23 埼玉県建設労働組合連合会 56 東電常傭職員労働組合埼玉県支部

24 全日本自治団体労働組合埼玉県本部 57 東光高岳労働組合蓮田支部

25 全日本自治団体労働組合埼玉地域公共サービスユニオン 58 関東電気保安協会労働組合埼玉支部

26 全日本自治団体労働組合埼玉県本部書記労働組合 59 ソーシン労働組合

27 熊谷市職員労働組合 60 OKIソフトウェアユニオン

28 ときがわ町職員組合 61 全日本運輸産業労働組合埼玉県連合会

29 曙ブレーキ工業労働組合 62 PFA労働組合

30 曙ブレーキ工業労働組合羽生支部 63 テクセンドフォトマスク労働組合

31 曙ブレーキ工業労働組合岩槻支部 64 三井電機ホーム機器労働組合

32 新電元工業労働組合 65 安川電機労働組合入間支部

33 日本精工労働組合 66 沖電気工業労働組合蕨支部

34 ボッシュ労働組合 67 日清紡マイクロデバイス労働組合

35 リケン労働組合 68 日立Astemo労働組合

日本労働組合連合会埼玉県連合会（連合埼玉）加盟組織
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埼玉大学大学院人文社会科学研究科

ダイバーシティ科学専攻（修士課程）

「設置構想に係る人材需要アンケート調査」報告書

令和6年12月17日

埼玉大学大学院人文社会科学研究科

資料３
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Ⅰ 調査の概要

◆ 調査目的 ：

◆ 調査期間 ： 令和６年９月～10月

◆ 調査対象 ：  企業・団体人事担当者 埼玉大学産学官連携協議会〔賛助会員含む〕（223件）

合同企業説明会参加企業（234件）

彩の国研究者ネットワーク参画機関（7件）

 埼玉県内自治体（64件）

◆ 調査方法 ：

◆ 調査内容 ：

◆ 有効回答件数 ： 企業・団体等人事担当者 119件

本調査は、埼玉大学大学院人文社会科学研究科（修士課程）が令和８年４月設置

に向けて構想中の「ダイバーシティ科学専攻（仮称）」の修了生に対する企業や

団体等の受入意向等を、アンケート調査を用いて測ることを目的とする。

埼玉大学が保有する各企業・団体の担当部署（528ケ所）のメールアドレスにア

ンケートを配信し、オンライン調査を実施。

アンケート項目は全16問の選択式とし、主な内容は次のとおりである。

 回答者の基本情報

 ダイバーシティ科学専攻への評価

 ダイバーシティ科学専攻修了者への採用意向

 ダイバーシティ科学専攻への社員等の推薦意向
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Ⅱ 企業・団体等人事担当者へのアンケート調査

1 全質問項目の集計結果

 
選択項目 N %

119 100.0
採用の決裁権があり、選考に関わっている 31 26.1
採用の決裁権はないが、選考に関わっている 76 63.9

12 10.1

Q2.貴社・貴団体の本社（本部）所在地について､都道府県名を選択してください。
 

選択項目 N %
119 100.0

北海道 1 0.8
埼玉県 49 41.2
千葉県 1 0.8
東京都 52 43.7
神奈川県 5 4.2
岐阜県 1 0.8
静岡県 1 0.8
愛知県 1 0.8
三重県 1 0.8
京都府 1 0.8
大阪府 3 2.5
兵庫県 1 0.8
広島県 1 0.8
愛媛県 1 0.8

Q1. アンケートにお答えいただいている方の､人事採用への関与度について、該当するもの1つを選択し
てください。

Base

採用には直接かかわらず、情報や意見を収集・提供す
る立場にある。

Base
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Q3.貴社・貴団体の業種について、該当するもの1つを選択してください。

選択項目 N %
119 100.0

建設業 12 10.1
製造業 35 29.4
電気・ガス・熱供給・水道業 3 2.5
情報通信業 24 20.2
運輸業、郵便業 1 0.8
卸売業、小売業 4 3.4
金融業、保険業 5 4.2
学術研究、専門・技術サービス業 4 3.4
生活関連サービス業、娯楽業 1 0.8
教育、学習支援業 1 0.8
複合サービス事業 2 1.7
サービス業（他に分類されないもの） 3 2.5
公務 22 18.5
その他 2 1.7

 

Q4.貴社・貴団体の従業員数（正規社員）について、該当するもの1つを選択してください。

選択項目 N %
119 100.0

50名未満 8 6.7
50名〜100名未満 8 6.7
100名〜500名未満 35 29.4
500名〜1,000名未満 26 21.8
1,000名〜5,000名未満 29 24.4
5,000名以上 13 10.9

 

Base

Base
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5.貴社・貴団体の過去３か年の平均的な正社員の採用数について、お教えください。

選択項目 N %
119 100.0

0名 3 2.5
１〜5名 14 11.8
6〜10名 20 16.8
11〜20名 19 16.0
21〜30名 14 11.8
31〜40名 8 6.7
41〜50名 9 7.6
51〜100名 12 10.1
101〜500名 18 15.1
501〜1000名 2 1.7

Base
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※複数回答項目のため､回答数は119人の延べ数

※各構成比＝回答数÷119

選択項目 N %

文学 42 35.3

史学 38 31.9

哲学 38 31.9

法学・政治学 61 51.3

商学・経済学 71 59.7

社会学 52 43.7

数学 53 44.5

物理学 61 51.3

化学 65 54.6

生物 47 39.5

地学 37 31.1

機械工学 84 70.6

電気通信工学 89 74.8

土木・建築工学 54 45.4

応用化学 62 52.1

家政学 32 26.9

教育学 35 29.4

教員養成 30 25.2

多文化共生学 35 29.4

ジェンダー社会科学 31 26.1

クィア・スタディーズ 28 23.5

障害学 30 25.2

環境学 45 37.8

災害学 39 32.8

組織学 41 34.5

その他 16 13.4

６.貴社・貴団体では、どのような学問分野で学んだ人を採用したいとお考えですか。該当するも

のすべてを選択してください。
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様々な差異から生起する現象の複雑さを理解し説明できる。
選択項目 N %

119 100.0
40 33.6
68 57.1
11 9.2
0 0.0

分野横断的なDEI実践の知識の修得とそれらを活用することができる。
選択項目 N %

119 100.0
23 19.3
76 63.9
19 16.0
1 0.8

選択項目 N %
119 100.0
33 27.7
76 63.9
9 7.6
1 0.8

とても魅力を感じる
ある程度魅力を感じる
あまり魅力を感じない
まったく魅力を感じない

自らのフィールドにおけるDEI課題を発見し、総合的かつ分析的に問題を把握することができる。

Base
とても魅力を感じる
ある程度魅力を感じる

Base

Base
とても魅力を感じる
ある程度魅力を感じる
あまり魅力を感じない
まったく魅力を感じない

あまり魅力を感じない
まったく魅力を感じない

Q7.人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻（仮称）では、以下のような資質・能力の修得を
目指します。それぞれの資質・能力について、貴社・貴団体（ご回答者様）の求める人材像と照
らし合わせて、どの程度魅力を感じますか。該当するもの1つを選択してください。
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調査法を理解・習得し、エビデンスに基づいた分析ができる。
選択項目 N %

119 100.0
63 52.9
53 44.5
3 2.5
0 0.0

選択項目 N %
119 100.0
37 31.1
66 55.5
15 12.6
1 0.8

多様な他者とコミュニケーションし、協働しながら課題解決に取り組むことができる。
選択項目 N %

119 100.0
86 72.3
31 26.1
2 1.7
0 0.0

あまり魅力を感じない

ある程度魅力を感じる
あまり魅力を感じない
まったく魅力を感じない

ある程度魅力を感じる

とても魅力を感じる
ある程度魅力を感じる
あまり魅力を感じない
まったく魅力を感じない

ダイバーシティ科学の学問的知見とエビデンスに裏付けられた具体的課題解決策を提示すること
ができる 。

まったく魅力を感じない

Base
とても魅力を感じる

Base
とても魅力を感じる

Base
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選択項目 N %
119 100.0

採用したい 34 28.6
採用を検討したい 40 33.6
採用したくない 3 2.5
現時点ではわからない 42 35.3

Q9.８で「採用したい」を選択した方に質問です。採用可能と思われる人数は何人ですか。
※Q8で「採用したい」と回答した34件を対象とする。

選択項目 N %
34 100.0

1人 17 50.0
2人 4 11.8
3人以上 13 38.2

※参考のため、問3の業種を記載した。

選択項目 記述内容

建設業

情報通信業 プログラミング経験が採用必須のため。

製造業
当社の業務内容との兼ね合いで、採用対象
学科系統を機械系、電気・電子系、情報工
学系に絞っているため。

Q８.貴社・貴団体（ご回答者様）は、「ダイバーシティ科学専攻」を修了した学生（令和10年3月
修了予定者）について、採用したいと思いますか。該当するもの1つを選択してください。

Base

Base

Q10.８で「採用したくない」を選択した方に質問です。どのようなことでも構いませんので、理

DEIの観点を持って課題解決に向けて実践
できる人材はとても大事な人材だと感じる
が、建設業の電気設備工事の当社に当ては
まるかというと違う気がするため。
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選択項目 N %

119 100.0
推薦したい 3 2.5
推薦を検討したい 13 10.9
推薦したくない 3 2.5
現時点ではわからない 100 84.0

Q12.11で「推薦したい」を選択した方に質問です。現時点で推薦可能と思われる人数は何人ですか。
※Q11で「推薦したい」と回答した3件を対象とする。

選択項目 N %
3 100.0

1人 2 66.7
2人 0 0.0
3人以上 1 33.3

※各構成比＝回答数÷16

選択項目 N %

7 43.8

1 6.3

7 43.8

5 31.3

4 25.0

11 68.8

Base

Base

Q11.貴社・貴団体（ご回答者様）は、社員の研修の一環として「埼玉大学大学院人文社会科学研
究科ダイバーシティ科学専攻」に社員を推薦したいと思いますか。該当するもの1つを選択してく
ださい。

Q13. 「推薦したい」、「推薦を検討したい」を選択した方に質問です。推薦の目的はどのような
ものですか。（複数選択可）
※複数回答項目のため､回答数はQ11で「推薦したい」「推薦を検討したい」と回答した16人の延
べ数

様々な差異から生起する現象の複雑さを理解し説明でき
る能力の修得
分野横断的なDEI実践の知識の修得とそれらを活用する
能力の修得
自らのフィールドにおけるDEI課題を発見し、総合的か
つ分析的に問題を把握する能力の修得
調査法を理解・習得し、エビデンスに基づいた分析がで
きる能力の修得
ダイバーシティ科学の学問的知見とエビデンスに裏付け
られた具体的課題解決策を提示しうる能力の修得
多様な他者とコミュニケーションし、協働しながら課題
解決に取り組める能力の修得
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※参考のため、問3の業種を記載した。

業種 記述内容

生活関連サービス業、娯楽業

建設業
情報通信業 事業に直結していないため
情報通信業 事業に直結していないため

※複数回答項目のため､回答数は119人の延べ数
※各構成比＝回答数÷138

選択項目 N %
出願時の推薦 11 8.0
経済的な支援 14 10.1
学修時間確保のための勤務配慮 28 20.3
特に支援はしていない 79 57.2
その他 6 4.3

Q15.  貴社・貴団体の社員が大学院に入学する（推薦する）場合、貴社・貴団体（ご回答者様）
として実施されている支援がありましたら、お教えください。該当するものすべてを選択してく
ださい。（複数選択可）

Q14.「 推薦したくない」を選択した方に質問です。どのようなことでも構いませんので、理由を
ご記入ください。

ほかにもっと学ばせたい、基礎的な内容
があります。
当社の業種には合致しないと考えたため
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2 集計結果のポイント

※「％」はいずれも小数点第二位を四捨五入。よって、合計は必ずしも100％と一致しない。

「採用の決裁権はないが、選考に関わっている」方からの回答が 63.9%

グラフ 人事採用への関与度（Q1）

Q1の人事採用への関与度について、「採用の決裁権はないが、選考に関わっている」76件

（63.％）、「採用の決裁権があり、選考に関わっている」31人（26.1％）、「採用には直接

かかわらず、情報や意見を収集・提供する立場にある。」12件（10.1％）の回答となった。
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本学がある埼玉県や東京都を所在地とする企業・団体が84.9％

グラフ 本社（本部）所在地（Q2）

Q2の所在地についての質問では、回答が多い順に「東京都」が52件（43.7%）、「埼玉県」

が49件（41.2％）、「神奈川県」が（4.2%）、「大阪府」が3件（2.5％）、「北海道、千葉県、

岐阜県、静岡県、愛知県、三重県、京都府、兵庫県、広島県、愛媛県」が1件（0.8％）となっ

た。
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業種は「製造業」が29.4%

グラフ 業種（Q3）

Q3の業種についての質問では、回答が多い順に「製造業」が 35 件 （29.4%）、「情報

通信業」が 24 件（20.2%）、「公務」が 22 件（18.5%）、「建設業」が12件（10.1％）、

「金融・保険業」が 5 件（4.2%）、「卸売・小売業、学術研究、専門・技術サービス業」

が4件（3.4%）「電気・ガス・熱供給・水道業、サービス業（他に分類されないもの）」

が 3 件（2.5%）、「複合サービス事業、その他」が2 件（1.7%）、「運輸業、郵便業、生

活関連サービス業、娯楽業、教育、学習支援業」が 1件（0.8%）となった。
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従業員数の規模「100 名～ 500 名未満」の企業・団体が29.4％

グラフ 従業員数（Q4）

Q4の従業員数（正規正社員）についての質問では、回答が多い順に「100 名～ 500 名未

満」が35 件（29.4%）、「1,000 名～ 5,000 名未満」が 29件（24.4%）、「500 名～1,000 名

未満」が 26 件 （21.8%）、「5,000 名以上」が13件（10.9%）、「50 名未満、50 名～ 100 

名未満」が 8 件（6.7%）となった。
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過去3か年の正社員の採用数は「6～10名」が16.8%

グラフ 過去３か年の正社員の採用数（平均）（Q5）

Q5の過去３年間の平均的な正規社員の採用数についての質問では、回答が多い順に「6

～10 名」が 20 件(16.8%)、「11～20名」が 19 件(16.0%)、「101～500名」が 18 件(15.1%)、

「１～5名、21～30名」が 14 件、「51～100名」が 12 件(10.1%)、「41～50名」が 9 件

(7.6%)、「31～40名」が 8 件(6.7%) 、「0名」が3件(2.5%)、「501～1000名」が 2件(1.7%)

となった。
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ダイバーシティ科学に関する学問分野を学んだ人材への採用の意向は249件

グラフ 学びたいと考えている興味のある学問分野（Q6）

Q6の採用したいと考える「学問分野」の質問（複数回答）では、「電気通信工学」が89件

(7.3%)と最も多い結果となった。ダイバーシティ科学に深く関連する学問分野では、「多

文化共生学」が35件（29.4％）、「ジェンダー社会科学」が31件（26.1％）、「クィア・

スタディーズ」が28件（23.5％）、「障害学」が30件（25.2％）、「環境学」が45件

（37.8％）、「災害学」が39件（32.8％）、「組織学」が41件（34.5％） 計 249件の回

答を得た。
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ダイバーシティ科学専攻の特色について魅力を感じる回答者は8割以上

グラフ ダイバーシティ科学専攻において修得する資質・能力について（Q7）

Q7の本専攻の特色についての質問では、「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じ

る」と回答した者が、すべての項目において8割を超える結果となった。
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62.2％が採用の意向を示す

グラフ 採用意向（Q8）

Q8の質問では、回答を得た119件のうち「採用したい」が34件（28.6％）、「採用を検

討したい」が40件（33.6%）と62.2％が採用の意向を示した。また、「現時点ではわから

ない」が42件（35.3％）、「採用したくない」が3件（2.5%）であった。
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採用可能人数の総和は64人

グラフ 採用可能人数（Q9）

Q9では、Q8で「採用したい」と回答した34件について、採用可能人数を質問した。

その結果、「1人」が17件（50.0％）「2人」が4件（11.8％）、「3人以上」が13件

（38.2%）であり、採用可能人数は64人となった。この回答では、ダイバーシティ科学専

攻が予定する入学定員10人を大きく上回る結果が得られた。（「3人以上」は3人として

集計）
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13.4％が推薦の意向を示す

グラフ 推薦意向（Q11）

Q11では「埼玉大学大学院人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻」への社員の推

薦意向をたずね、「推薦したい」が3件（2.5％）、「推薦を検討したい」が13件

（10.9％）と13.4％が推薦の意向を示した。また、「現時点ではわからない」が100件

（84.0％）、「推薦したくない」が3件（2.5%）であった。
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推薦可能人数の総和は5人

グラフ 採用可能人数（Q12）

Q12では、Q11で「埼玉大学大学院人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻」へ社

員を「推薦したい」と回答した3件について、推薦可能人数を質問した。

その結果、「1人」が2件（66.7％）「3人以上」が1件（33.3％）であり、推薦可能人数は

5人となった。（「3人以上」は3人として集計）
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グラフ 推薦の目的（Q13 ）

推薦の目的は「多様な他者とコミュニケーションし、協働しながら課題解決に取り組める能

力の修得」が31.4％

Q13では、Q11で「埼玉大学大学院人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻」へ社

員を「推薦したい」、「推薦を検討したい」と回答した16件について、推薦の目的につ

いて質問（複数回答可）した。

その結果、回答が多い順に「多様な他者とコミュニケーションし、協働しながら課題

解決に取り組める能力の修得」11件（31.4%）、「様々な差異から生起する現象の複雑さ

を理解し説明できる能力の修得、自らのフィールドにおけるDEI課題を発見し、総合的か

つ分析的に問題を把握する能力の修得」が7件（20.2％）、「調査法を理解・習得し、エ

ビデンスに基づいた分析ができる能力の修得」が5件（14.3％）、「ダイバーシティ科学

の学問的知見とエビデンスに裏付けられた具体的課題解決策を提示しうる能力の修得」

が4件（11.4％）、「分野横断的なDEI実践の知識の修得とそれらを活用する能力の修得」

が1件（2.9％となった。
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入学する（推薦する）場合の支援は38.4％

グラフ 社員が大学院に入学する（推薦する）場合の支援（Q15 ）

Q15では、企業・団体等の社員が大学院に入学する（推薦する）場合の支援について質

問（複数回答可）した。

その結果、「出願時の推薦」が11件（8.0%）、「経済的な支援」が14件（10.1％）、

「学修時間確保のための勤務配慮」が28件（20.3％）、「その他」が6件（4.3）となり、

「特に支援はしていない」が79件（57.2％）との回答であった。
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添付資料

１ 埼玉大学大学院 人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻（修士課程）

 〔仮称・令和8年4月設置構想中〕 アンケート調査

 【対象：企業等 人事ご担当者様】
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埼玉大学大学院人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻（修士課程）〔仮称、

令和 8 年 4 月設置構想中〕 
名称 埼玉大学大学院 人文社会科学研究科ダイバーシティ科学専攻（修士課程） 

標準修業年限 ２ 

授与学位 修士（学術） 入学定員 10 名 

設置の理念 社会の仕組みが多様化・複雑化し不確実性やリスクが増している現代では、大学学

部レベルの基礎的な専門性に加え、DEI（多様性・公平性・包摂性（以下、

「DEI」））の観点を持って現代社会が内包する諸課題を発見し、その課題の解決に向

けて他者と協働・実践できる人材が必要である。 

このため、人文・社会・教育・自然科学等の学部教育レベルにおけるディシプリン（専

門基礎）を持った学生に対し、ダイバーシティ（多様性）についての広く深い高度な知

識を基盤に、学問分野における課題の評価・解決を実践する方法を修得する教育課程

を提供することを目的として、人文社会科学研究科にダイバーシティ科学専攻を設置す

る。 

育成する人材像 多様な視点を持つことの重要性を理解し、社会の安定的発展に貢献し、そこに生きる

人々の幸福に寄与することができるよう、国、自治体、学校、企業、医療・福祉現場、調

査研究機関、NGO・NPO などの場で、DEI の視点から具体的課題を見いだし、他者と

協働して解決を実践できる高度職業人を育成する。 

アドミッション・ポリシー あらゆる場で DEI の視点をもち、DEI に基づいた実践を展開できる専門家の養成を

目指す本専攻では、入学時に必要な素質・能力として以下の意欲や基礎的な知識・能

力を求める｡ 

1. 学部専門レベルの学知を DEI の観点からさらに探求することを志す人 

2. 社会生活における諸問題を、DEI の観点から理解し、その実践的解決を目指す人 

3. 地方自治体、学校、医療・福祉、企業などの現場で働き、DEI の視点からそこでの 

課題解決を目指す人 

4. DEI 実践の創造に関する高度な知見を修得して、企業や自治体、学校や福祉に 

関わる現場で活躍すること、および研究者を目指す人 

ディプロマ・ポリシー 所定の教育課程を修め、学位論文または特定の課題についての研究の成果の審査

及び最終試験に合格した者に修士（学際）の学位を授与する。 

1. 様々な差異から生起する現象の複雑さを理解し説明できる能力 

2. 分野横断的な DEI 実践の知識の修得とそれらを活用する能力 

3. 自らのフィールドにおける DEI 課題を発見し、総合的かつ分析的に問題を把握する 

能力 

4. 調査法を理解・習得し、エビデンスに基づいた分析ができる能力 

5. ダイバーシティ科学の学問的知見とエビデンスに裏付けられた具体的課題解決策を 

提示しうる能力 

6. 多様な他者とコミュニケーションし、協働しながら課題解決に取り組める能力 

ダイバーシティ科学とは 多様性に関する諸問題を研究する学問であり、社会科学、自然科学、人文学、法

学、教育学など、様々な学問分野と交差する。多様性とは何かを理解し、多様な差異

が差別や格差に結びついてきた歴史と社会構造を明らかにし、あらゆる学問・研究領域

に DEI の視点を持ち込むことで、既存の学問・研究の新たな展開と進歩を促し、より豊

かで包摂的な社会や組織を築くことを目指す学際的な教育・研究である。 

概要 
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カリキュラムの特色 ①基盤理論科目 

 様々な差異から生起する現象の複雑さを理解し説明する方法を獲得するための基礎

理論をトータルに学修する。 

②基礎課題科目 

 政治・法、教育、医療・福祉、経済、労働、科学技術、環境等の様々な分野・領域

において、DEI の視点から、これまでどのような課題が提起され、どのような DEI 実現の

実践がなされてきたのかを探求することによって、自らの学問領域・研究分野、社会、文

化、個別環境における課題発見につなげる応用力を育む。 

③調査スキル科目 

 実践学としてのダイバーシティ科学における課題の抽出とその分析、解決策の探求にお

いて必須の調査スキルを修得する。 

④専門課題科目 

 学生の課題意識の深化と研究課題の明確化、その課題の具体的な解決を図るための

方策を探求し、修士論文作成及び特定課題レポートの基礎とする。 

⑤課題研究科目 

 それぞれの専門分野における DEI 課題の探求・研究課題を明確にし、研究成果を修

士論文、特定課題レポートにまとめていく。本専攻指導教員と大学院生の専門領域の

副指導教員とが連携を図りながら、論文作成等に必要なスキルの修得に向けた研究

指導を行い、修士論文、特定課題レポートの完成を目指す。 

学生納付金 ＜入学料＞  282,000 円 （予定額） 

＜授業料＞  535,800 円/年（予定額） 

 ※⾧期履修学生制度あり 

⾧期履修学生制度とは、職業を有している、家事・育児・介護をしている等の事情

により、標準修業年限（2 年）を超えて一定の期間（最⾧ 4 年）内で計画的に

カリキュラムを履修することにより修了することができる制度である。審査の結果、この

制度に適用となった者は、認められた修了期間までに標準修業年限分の授業料を

毎年納める。 

設置場所 

（アクセス） 

＜設置場所＞ 埼玉県さいたま市桜区下大久保 255 

＜アクセス＞ 

 ・JR 京浜東北線「北浦和駅」西口下車→バス「埼玉大学」ゆき（終点） 

・JR 埼京線「南与野駅」下車→北入口バス停から「埼玉大学」ゆき（終点） 

・JR 埼京線「南与野駅」下車→西口バス停から全ての便が埼玉大学を経由します 

・東武東上線「志木駅」東口下車→バス「南与野駅西口」ゆき（「埼玉大学」下車) 

類似する大学院 

及び専攻 

お茶の水女子大学大学院 

人間文化創成科学研究科ジェンダー社会科学専攻（博士前期課程） 

＊上記の内容はあくまで予定であり、内容が変更になる可能性があります。 
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